
広島市の街路事業広島市の街路事業

広島市安佐南区役所農林建設部土木課

道路行政の「成果主義」の一環として、都市計画道路である西原山本線
（３工区）の整備効果をとりまとめました。

道路行政の「成果主義」の一環として、都市計画道路である西原山本線
（３工区）の整備効果をとりまとめました。

《整備効果事例》
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設計条件 広島高速道
路公社

都市計画道路西原山本線（３工区）の整備効果を紹介します都市計画道路西原山本線（３工区）の整備効果を紹介します

都市内交通の円滑化と、良好な市街地形成のために、都市の骨格となる都市計画道路
を整備しました。

西原山本線（３工区）は、国道１８３号（旧国道５４号）と祇園新道（国道５４号）を連結する都市計画道
路であり、広島市安佐南区西原地区において東西方向の骨格を形成する幹線街路として整備を進め、
平成２０年１１月５日に供用開始しました。本路線の整備により、周辺道路における『交通機能』や『都市
防災機能』の向上が図られました。

《路線名》 都市計画道路 西原山本線 《道路規格》 第４種第２級

《車線数》 ２車線 《全 幅》 W=１６m

《延 長》 Ｌ=４５０m 《設計速度》 Ｖ=４０km／h

《箇 所》 広島市安佐南区西原四丁目

《総事業費》 約３８億円 《事業期間》 平成７年度～平成２０年度

西原山本線（３工区）は、国道１８３号（旧国道５４号）と祇園新道（国道５４号）を連結する都市計画道
路であり、広島市安佐南区西原地区において東西方向の骨格を形成する幹線街路として整備を進め、
平成２０年１１月５日に供用開始しました。本路線の整備により、周辺道路における『交通機能』や『都市
防災機能』の向上が図られました。

《路線名》 都市計画道路 西原山本線 《道路規格》 第４種第２級

《車線数》 ２車線 《全 幅》 W=１６m

《延 長》 Ｌ=４５０m 《設計速度》 Ｖ=４０km／h

《箇 所》 広島市安佐南区西原四丁目

《総事業費》 約３８億円 《事業期間》 平成７年度～平成２０年度

事業概要事業概要

整備箇所整備箇所

西原山本線の道路幅員西原山本線の道路幅員

開通区間

西原地区

東原地区

祇園地区

長束地区

古市地区安佐南区

安佐北区

東区

西区



☆交通調査☆

西原山本線（３工区）の供用前・後において、周辺道路の自動車・歩行者通行量等がどのように
変化したかを把握するため、自動車・歩行者の平日昼間１２時間（７時～１９時）における交通量
調査および渋滞長調査、旅行速度調査、右折車交通量調査を行いました。

☆アンケート調査☆

利用者や生活者の視点から、西原山本線（３工区）の整備により、具体的にどのような効果を感
じているかを把握するため、西原四丁目・六丁目の住民の方々へアンケート調査を行いました。

☆防災機能調査☆

広域避難路（避難行動に支障のない幅員をもつ道路）として位置付けられている西原山本線(３
工区)の整備により、災害時の避難道路や延焼拡大防止などの機能がどのように変化したかを把
握するため、防災機能調査を行いました。

☆交通調査☆

西原山本線（３工区）の供用前・後において、周辺道路の自動車・歩行者通行量等がどのように
変化したかを把握するため、自動車・歩行者の平日昼間１２時間（７時～１９時）における交通量
調査および渋滞長調査、旅行速度調査、右折車交通量調査を行いました。

☆アンケート調査☆

利用者や生活者の視点から、西原山本線（３工区）の整備により、具体的にどのような効果を感
じているかを把握するため、西原四丁目・六丁目の住民の方々へアンケート調査を行いました。

☆防災機能調査☆

広域避難路（避難行動に支障のない幅員をもつ道路）として位置付けられている西原山本線(３
工区)の整備により、災害時の避難道路や延焼拡大防止などの機能がどのように変化したかを把
握するため、防災機能調査を行いました。
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設計条件 広島高速道
路公社

都市計画道路西原山本線（３工区）の整備効果を紹介します都市計画道路西原山本線（３工区）の整備効果を紹介します

調査の内容調査の内容

対象地域 広島市安佐南区西原四丁目・六丁目の全世帯 

調査期間 平成 20年 12月 8日（月）～平成 20年 12月 24日（水） 

配布回収方法 ポスティング配布・郵送回収（全 2,322世帯へ配布） 

回収数 608部（回収率 約 26%） 

調査時期 調査日 天候 調査項目 

平成 20年 9月 10日（水） 晴れ 

自動車・歩行者交通量 

渋滞長 

右折車交通量 
供用前 

平成 20年 9月 17日（水） 晴れ 旅行速度 

西原山本線

供用開始日 
平成 20年 11月 5日（水）   

平成 20年 12月 10日（水） 晴れ 

自動車・歩行者交通量 

渋滞長 

右折車交通量 
供用後 

平成 20年 12月 17日（水） 晴れ 旅行速度 

 

◇西原山本線(３工区)◇ 
①自動車交通量［供用後］ 
②渋滞長［供用後］ 
③旅行速度［供用後］ 
④歩行者交通量［供用前・後］

◇アンケート調査対象範囲◇
①西原四丁目 
②西原六丁目 

◇防災機能調査対象範囲◇ 
太田川、古川、祇園新道、国道 183 号、 
中筋温品線に囲まれた地域 

◇今津（南）交差点◇ 
①右折車交通量［供用前・後］

◇東原西原線◇ 
①自動車交通量［供用前・後］ 
②渋滞長［供用前・後］ 
③旅行速度［供用前・後］ 

◇安佐南３区１０８号線◇ 
①自動車交通量［供用前・後］ 
②歩行者交通量［供用前・後］ 

◇西原 5丁目（南）交差点◇ 
①右折車交通量［供用後］ 

 

◇西原山本線(３工区)◇ 
①自動車交通量［供用後］ 
②渋滞長［供用後］ 
③旅行速度［供用後］ 
④歩行者交通量［供用前・後］

◇アンケート調査対象範囲◇
①西原四丁目 
②西原六丁目 

◇防災機能調査対象範囲◇ 
太田川、古川、祇園新道、国道 183 号、
中筋温品線に囲まれた地域 

◇今津（南）交差点◇ 
①右折車交通量［供用前・後］

◇東原西原線◇ 
①自動車交通量［供用前・後］
②渋滞長［供用前・後］ 
③旅行速度［供用前・後］ 

◇安佐南３区１０８号線◇ 
①自動車交通量［供用前・後］ 
②歩行者交通量［供用前・後］ 

◇西原 5丁目（南）交差点◇ 
①右折車交通量［供用後］ 

調査箇所調査箇所
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設計条件 広島高速道
路公社

都市計画道路西原山本線（３工区）の整備効果を紹介します都市計画道路西原山本線（３工区）の整備効果を紹介します

整備効果① 自動車交通の分散化整備効果① 自動車交通の分散化

東原西原線の自動車交通量は、２３０（台/12h）減少しました。
一方、安佐南３区１０８号線の自動車交通量は、５３０（台/12h）減少し、供用前に比べ半減
しました。

供用前

供用後

1,126

596

0

500

1,000

1,500

2,000

(台/12h)
安佐南3区108号線　自動車交通量

530台（約47％)
減少

供用前

供用後

0

2,836

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

3,500

(台/12h)
西原山本線　自動車交通量

供用前

供用後

6,025
5,795

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

7,000

8,000

(台/12h)
東原西原線　自動車交通量

230台（約4％)
減少
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設計条件 広島高速道
路公社

都市計画道路西原山本線（３工区）の整備効果を紹介します都市計画道路西原山本線（３工区）の整備効果を紹介します

整備効果② 交通渋滞の緩和と旅行速度の向上整備効果② 交通渋滞の緩和と旅行速度の向上

東原西原線（祇園新道→国道183号方面）の朝ピーク（10時台）における最大渋滞長が７０m減
少するとともに、旅行速度が約１７ｋｍ/h向上しました。
この結果、全ての区間・時間帯において、良好な走行環境が確保されました。
また、アンケート調査でも、「約７割」の方が所要時間が短縮したと感じています。

その他, 3%

無回答, 1%

そうは思わない, 8%

あまりかわらない, 23%

ある程度感じる, 33%

非常に感じる, 32%

65%

所要時間が短くなったか？所要時間が短くなったか？

《注記》
○ピーク時：時間帯別・方向別の自動車交通量がピークを示す１時間
○平 常 時：非混雑時

《注記》
○ピーク時：時間帯別・方向別の自動車交通量がピークを示す１時間
○平 常 時：非混雑時

供用前
供用後

80
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東原西原線　最大渋滞長
(祇園新道→国道183号)

朝ピーク 平常時 夕ピーク

朝ピーク
70ｍ減少

供用前
供用後

10.2

23.4 24.0
27.7
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東原西原線　旅行速度
(祇園新道→国道183号)

朝ピーク 平常時 夕ピーク

朝ピーク
約17km/h
（約2.7倍)ＵＰ

東原西原線《西向き》東原西原線《西向き》

供用前
供用後
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東原西原線　最大渋滞長
(国道183号→祇園新道)

朝ピーク 平常時 夕ピーク

渋滞なし

供用前
供用後

28.6

22.223.1
25.4

23.723.4
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東原西原線　旅行速度
(国道183号→祇園新道)

朝ピーク 平常時 夕ピーク

東原西原線《東向き》東原西原線《東向き》

供用後
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西原山本線　最大渋滞長
(祇園新道→国道183号)

朝ピーク 平常時 夕ピーク

渋滞なし

供用後

28.426.6 28.4
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西原山本線《西向き》西原山本線《西向き》

供用後

0 0 0
0

20

40

60

80

100

(ｍ)

西原山本線　最大渋滞長
(国道183号→祇園新道)

朝ピーク 平常時 夕ピーク

渋滞なし

供用後
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西原山本線《東向き》西原山本線《東向き》
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設計条件 広島高速道
路公社

都市計画道路西原山本線（３工区）の整備効果を紹介します都市計画道路西原山本線（３工区）の整備効果を紹介します

整備効果③ 安心で快適な歩行空間の確保整備効果③ 安心で快適な歩行空間の確保

歩行者と自動車の通行空間を分離する広い自転車歩行者道（Ｗ=３．５m）が整備され、歩行
者・自転車利用者が安心・快適に通行できる歩行環境が確保されました。
アンケート調査では、「約７割」の方が安心感が向上した、「約８割」の方が快適性が向上した、と
感じています。さらに、「約７割」の方が西原山本線を週１回以上利用していることがわかりました。

快適性（広い歩道・歩車分離で歩きや
すいなど）が向上したか？

快適性（広い歩道・歩車分離で歩きや
すいなど）が向上したか？

その他, 1%

無回答, 0%

そうは思わない, 6%

あまりかわらない, 11%

ある程度感じる, 40%

非常に感じる, 41%

81%

供用前

供用後

366
368

0

200

400

600
（人/12h）

安佐南3区108号線　歩行者交通量

《整備前》

《整備後》

無回答, 0%

ほとんど利用しない, 32%

週１～２回, 24%

週３～４回, 26%

週５回以上, 18%

68%

西原山本線を利用して移動するように
なったか？

西原山本線を利用して移動するように
なったか？

自動車との事故を心配することなく、
安心して移動できるようになったか？

自動車との事故を心配することなく、
安心して移動できるようになったか？

その他, 2%

無回答, 1%

そうは思わない, 13%

あまりかわらない, 16%

ある程度感じる, 35%

非常に感じる, 33%

68%

供用前

供用後

300

1,038
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西原山本線　歩行者交通量

738人（約3.5倍)
増加

（注）供用前：歩行者・自転車のみが通行可能な状況で計測
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設計条件 広島高速道
路公社

都市計画道路西原山本線（３工区）の整備効果を紹介します都市計画道路西原山本線（３工区）の整備効果を紹介します

整備効果④ 右折車交通の転換整備効果④ 右折車交通の転換

右折専用車線が設置されていない今津（南）交差点から右折する自動車交通量が８～２６（台/1h）
減少（約６％～約２０％減少）するとともに、右折車滞留長（右折待ちをする車列の長さ）が２５m～
３５m減少しました。
一方、西原５丁目（南）交差点（西原山本線と国道183号との交差部）に新設した右折専用車線を
利用する自動車交通量が９４～１１６（台/1h）います。
これらのことから、今津（南）交差点から右折していた自動車交通の一部が、西原５丁目（南）交差
点へ転換したことがわかりました。

写真－西原5丁目(南）交差点に設置
された右折専用車線の利用状況

西原5丁目（南）交差点《朝ピーク》西原5丁目（南）交差点《朝ピーク》

右折専用車線設置右折専用車線設置

右折専用車線なし右折専用車線なし

供用前
供用後

148
140

0

50

100

150

200

（台/1h)

今津(南)交差点　右折車交通量
（朝ピーク：11時台）

8台（約6％)
減少

供用前
供用後

70

45

0
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40

60

80

100

（ｍ)

今津(南)交差点　右折車滞留長
（朝ピーク：11時台）

25ｍ減少

今津（南）交差点《朝ピーク》今津（南）交差点《朝ピーク》

供用前
供用後

132

106
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（台/1h)

今津(南)交差点　右折車交通量
（夕ピーク：14時台）

26台（約20％)
減少

供用前
供用後

70

35

0

20

40

60

80

100

（ｍ)

今津(南)交差点　右折車滞留長
（夕ピーク：14時台）

35ｍ減少

今津（南）交差点《夕ピーク》今津（南）交差点《夕ピーク》

西原5丁目（南）交差点《夕ピーク》西原5丁目（南）交差点《夕ピーク》

供用後
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西原５丁目(南)交差点　右折車交通量
（朝ピーク：11時台）

供用後
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西原５丁目(南)交差点　右折車交通量
（夕ピーク：14時台）
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設計条件 広島高速道
路公社

都市計画道路西原山本線（３工区）の整備効果を紹介します都市計画道路西原山本線（３工区）の整備効果を紹介します

整備効果⑤ 火災等に対する防災機能の向上整備効果⑤ 火災等に対する防災機能の向上

西原山本線が供用したことにより、西原山本線が延焼遮断帯としての機能を果たし、都市防火区
画（延焼の拡大を食い止める延焼遮断帯で囲まれた地域）が南北の２ブロックに分割され、延焼
拡大の危険性が低下しました。

緊急車両が早く来るようになったか？緊急車両が早く来るようになったか？

無回答, 5%

その他, 24%

そうは思わない, 8%

あまりかわらない, 23%

ある程度感じる, 26%

非常に感じる, 14%

40%

アンケート調査では、緊急車両が早く来るようになったと感じる方は「約４割」でした。
また、西原山本線が供用したことにより、安佐南区消防署祇園出張所の消防車が１分間以内で
到達できる範囲が、西原地区の東側（祇園新道沿線）まで拡がりました。

開通区間

安佐南区消防署
祇園出張所

≪供用前≫
１分間到達範囲

≪供用後≫
１分間到達範囲

防火区画A=149ha

《供用前》

開通区間

防火区画(北)A=91ha

防火区画(南)A=57ha

《供用後》

《注記》
○到達範囲：法定最高速度80km/h(緊急時)で走
行し1分間で到達できる範囲

《注記》
○到達範囲：法定最高速度80km/h(緊急時)で走
行し1分間で到達できる範囲
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設計条件 広島高速道
路公社

都市計画道路西原山本線（３工区）の整備効果を紹介します都市計画道路西原山本線（３工区）の整備効果を紹介します

整備効果⑥ 避難道路としての機能向上整備効果⑥ 避難道路としての機能向上

広域避難場所まで行きやすくなったか？広域避難場所まで行きやすくなったか？

アンケート調査では、広域避難場所（祇園東中学校）まで行きやすくなったと感じる方が 「約３割」
でした。
また、西原山本線が供用したことにより、広域避難場所から歩行距離２km以内（高齢者や子供の
歩行限界距離）の範囲が約１５ha拡がり、広域避難場所への避難時間が最大約１８分短縮【地点
Ａ】されました。

その他, 7%

無回答, 1%

そうは思わない, 15%

あまりかわらない, 45%

非常に感じる, 9%

ある程度感じる, 22%

31%

歩行距離2km以内
の範囲A=100ha

歩行距離2km
避難時間60分
【地点Ａ】

《供用前》

開通区間

歩行距離2km以内
の範囲A=100ha

歩行距離1.4km
避難時間42分
【地点Ａ】

祇園東中学校

供用後に拡大した
歩行距離2km以内
の範囲A=15ha

《供用後》

祇園東中学校

《注記》
○広域避難場所：延焼拡大などによって危険になった際の最終的な避難場所
○避難時間=歩行距離／歩行速度（=約2km/h）

《注記》
○広域避難場所：延焼拡大などによって危険になった際の最終的な避難場所
○避難時間=歩行距離／歩行速度（=約2km/h）



9

設計条件 広島高速道
路公社

都市計画道路西原山本線（３工区）の整備効果を紹介します都市計画道路西原山本線（３工区）の整備効果を紹介します

整備効果⑦ 総合評価整備効果⑦ 総合評価

利用者の視点から見た総合的な満足度は？利用者の視点から見た総合的な満足度は？

都市計画道路西原山本線（３工区）の整備効果を調査・分析した結果、以下に示す①～④の効
果があることがわかりました。

本路線整備によるこれらの効果は、安佐南区民の多くが求める「安全・安心なまちづくり」に貢献
するものであり、６割以上の住民に満足しているとご回答していただきました。

非常に不満, 4%

無回答, 1%

やや不満, 5%

どちらともいえない, 22%

ある程度満足, 39%

非常に満足, 29%

68%

生活者の視点から見た総合的な満足度は？生活者の視点から見た総合的な満足度は？

以上が、都市計画道路西原山本線（３工区）の整備効果をまとめたものです。
広島市では、今後も道路ネットワークを整備することにより交通機能の向上を図っていきたいと考えていま
す。また、道路の防災機能についても周知することにより、住民の防災意識の向上なども図っていきたいと
考えています。

～お問い合わせ～
広島市安佐南区役所 農林建設部 土木課

ＴＥＬ：０８２－８３１－４９６２
ＦＡＸ：０８２－８７７－７７４９

Email：am-dbk@city.hiroshima.jp

やや不満, 5%

非常に不満, 4%

無回答, 4%

どちらともいえない, 25%

ある程度満足, 38%

非常に満足, 24%

62%

出典：「安佐南区まちづくり懇談会 H20.1.28 区民まちづくり意識調査の結果」出典：「安佐南区まちづくり懇談会 H20.1.28 区民まちづくり意識調査の結果」

①近隣道路の渋滞緩和
②地区内生活道路の交通量減少
③安心かつ快適に通行できる歩行環境の確保
④地区内の防災機能の向上

＜参 考＞


